


C O N T E N T S

04 特集

 クリエイティブ・デザイン・ハブ　オープン
08 デザイン講習会
 日本企業が目指すべき顧客価値イノベーション
 講師：延岡　健太郎

 21世紀の大変革

 ＩＴイノベーションの最前線から次代を予測！！
 講師：林　信行

10 富山のデザイン発進力強化事業

 「越中富山　技のこわけ」プロジェクト

12 デザイン人材マッチング事業

 とやまデザイントライアル

14 富山・台湾エクセレンスデザイン開発事業

 富山・台湾デザインワークショップ

16 富山プロダクツ選定事業

 優れた富山ブランドとして今年度 16点を選定

19 デザインセミナー
 デザインとエンジニアリングで考える次の産業
 講師：名木山　景／田子　學／岡　雄一郎

22 イブニングサロン
 次代を拓く素材・技術・用途のデザイン
 講師：林　裕輔／安西　葉子

 パーソナルモビリティのカテゴリーをつくったパイオニアが語る
 ひとを中心としたものづくり
 講師：加藤　喜昭

24 富山県商品開発研究会
 アジアから世界に向けて発信するデザイン
 講師：田中　一雄

 四津川製作所の2商品、ゴールデン・ピン・デザイン・アワードを受賞

26 2017（平成29）年度事業報告

04 特集

 クリエイティブ・デザイン・ハブ　オープン
08 デザイン講習会
 日本企業が目指すべき顧客価値イノベーション
 講師：延岡　健太郎

 21世紀の大変革

 ＩＴイノベーションの最前線から次代を予測！！
 講師：林　信行

10 富山のデザイン発進力強化事業

 「越中富山　技のこわけ」プロジェクト

12 デザイン人材マッチング事業

 とやまデザイントライアル

14 富山・台湾エクセレンスデザイン開発事業

 富山・台湾デザインワークショップ

16 富山プロダクツ選定事業

 優れた富山ブランドとして今年度 16点を選定

19 デザインセミナー
 デザインとエンジニアリングで考える次の産業
 講師：名木山　景／田子　學／岡　雄一郎

22 イブニングサロン
 次代を拓く素材・技術・用途のデザイン
 講師：林　裕輔／安西　葉子

 パーソナルモビリティのカテゴリーをつくったパイオニアが語る
 ひとを中心としたものづくり
 講師：加藤　喜昭

24 富山県商品開発研究会
 アジアから世界に向けて発信するデザイン
 講師：田中　一雄

 四津川製作所の2商品、ゴールデン・ピン・デザイン・アワードを受賞

26 2017（平成29）年度事業報告



　総合デザインセンターが発行する機関誌『offer』（年刊）

は、毎号地元ゆかりのデザイナーによって表紙がデザインさ

れている。今号の表紙を担当するのは、高岡市出身のエディ

トリアルデザイナー金田介寿さん。金田さんが打ち出したコ

ンセプトは“表紙で印刷の実験をしてみよう！！”。印刷では通

常、シアン（青）・マゼンタ（赤）・イエロー（黄）・ブラック（黒）

の4色のインキが使われるが、それをわずか2色のインキで、

従来の印刷表現の常識を覆すような表現をつくり出そうとい

うもの。4月の完成まで、印刷会社のスタッフを交えながら

グラフィックデザインの

「実験」が行われた。

わずか2色ながら、

奥深く複雑な仕上がり

　銀色と黒、わずか2

色のインキを使いなが

ら、奥深く複雑な仕上

がりを目指す。それが

金田さんが考案した表

紙デザインだ。まず黒

色のインキでテキスタイ

ルパターンを印刷する。次に、そのパターンを塗りつぶすよ

うに、全面に銀色のインキを印刷する。すると銀色のインキ

を通し、先に印刷した黒色のパターンが微妙に透けて見え

る。最後にこの銀色の上にもう一度、スプレー柄パターン

を黒色で印刷することで「黒→銀→黒」という3つのイン

キ層が形成される。複雑に重なり混じり合った3層のインキ

の濃淡パターンは、あたかも着色仕上げされた高岡銅器や、

蝋色（ろいろ）仕上げされた漆器のようなテクスチャを描き

出す。

予測できぬ「思いがけなさ」を印刷の世界にも

　今日、印刷の仕上がりはコンピュータのグラフィックソフト

上で、ほぼ100％予測できる。現実とコンピュータシミュレー

ションの差がほとんどない「予測可能」な世界だ。金田さ

んのデザインは、そんな印刷の常識に「ゆらぎ」をもたらす。

「刷ってみるまで分からない」、そんな不確実性を印刷の世

界に持ち込むものとなっている。

　例えば3色のインキを、時間を置かずに印刷するか、前

のインキが十分に乾い

てから次のインキを印

刷するか、その時間差

によって仕上がりは大き

く変化する。また印刷

機に投入するインキの

量（盛り）のわずかな

変化で、まったく異なる

表情が現れたりもする。

デジタルにコントロール

可能なものと思われて

きた「印刷」の世界が、

まるで職人の手わざに

よるアナログな世界のように揺らぎだす。デザインによって引

き起こされる、印刷の「実験」である。

　インキの乾燥時間、紙の種類やインキの色、パターンの

濃淡などを変えながら、より奥深い表現を目指して実験は続

けられた。

　数ある実験の中から採用されたのが今号の表紙である。
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表紙デザインの“印刷実験”
文・中谷裕也




















































